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人口 と世 帯

男 ２，３０４

女 ２，４３７

計 ４，７４１

世帯数 １，１３８

４９．８．１現在

９
月号

老

人

ク

ラ

ブ

連

合

総

会

八
月
二
十
日
午
前
十
時

か
ら
、
振
興
セ
ン
タ
ー
総

合
研
修
室
に
百
七
十
人
が

出
席
し
て
、
第
二
回
佐
井

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
議
は
、
下
北
地
方
福

祉
事
務
所
長
外
多
数
来
賓

の
祝
辞
を
受
け
、
今
後
の

活
動
方
針
を
万
場
一
致
で

決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
他
、

村
か
ら
七
十
三
歳
以
上
の

方
二
百
人
に
老
人
安
全
杖

が
く
ば
ら
れ
た
い
へ
ん
よ

ろ
こ
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
懇
談
会
に

入
り
各
地
区
か
ら
参
加
し

た
方
々
の
余
興
も
と
び
だ

し
、
に
ぎ
や
か
な
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。



楽
し
か
っ
た村
民
体
育
大
会

第
九
回
村
民

体
育
大
会

が
、
八

月
卜

八
囗
佐
井
中

学
校
グ
ラ

ン
ド
で
行
な
わ

れ

ま
し

た
。

参
加
チ

ー
ム
は

昨
年

と
変
わ
ら
な
い

十
三
チ

ー
ム
。
朝
か
ら
は
れ
上

が
り
絶

好
の
運
動
会
日
和

で
す
。

八
時
半

開
会

、
選
手
・

役
員
が
人
場

の
あ
と
牛
滝

の
船
越
長
四

郎
さ
ん
が
聖

火
台

に
点
火
、
選
手
を
代

表
し

て
渡
辺

隆
一

さ
ん
の
宣
誓
で
競

技
が
開
始

さ
れ

ま
し
た

。

競
枝

が
始
ま

る
前

か
ら
、
各
チ

ー
ム

の
応

援
合

戦
・
仮
装
は
、

観
衆

の
目
を

う
ば
う

も
の
が
あ
っ
た

。

昼

近

く

に

な
る
に
つ
れ
各
チ

ー
ム
の
応

援
も
最
高

潮
、
ま
る
く
輪
を
作

り
、
（

ワ
イ

ア
ン
、

盆
お
ど
り
を
出
し
て
の
応
援
は
緊
張
し

た
選
手
の
気
持
を
や
わ
ら
げ
る
に
一
役

か
っ
て
い
た
。

競
技
に
、
応
援
に
参
加
し
た
お
年
寄

り
、
若
者
の
み
な
さ
ん
、
今
年
の
種
目

を
も
う
一
度
検
討
し
、
来
年
は
、
も
っ

と
楽
し
い
体
育
大
会
に
し
た
い
も
の
で

す
。

【｜開 会 式 光 景】

【選 手 の 気 持 を や わら げ て】

【サ ア ！ ス タ ー ト ダ ッ シ ュ だ】

【 ど ご た で で い だ の よ 】



【次 は 絅 ひ き だ 、 が ん ば れ】

【こ と し も 優 勝 だ 】

【マ ラ ソ ン だ 一番 で 入 っ て く る べ な】

－【あ 一 つ か れ た】

【ど れ が い が べ が な】

成

績

優

勝

大
新
緑
町

準
優
勝

川
原
町

三

位

川
台



成
人
お
め
で
と
う

八
月
十
五

日
午
前
九

時
か
ら
、
振
興

セ

ン
タ
ー
総
合
研

修
室

で
、
成
人
式
が

お
こ
な

わ
れ

ま
し

た
。

ご
と
し
成
人
に

な

ら
れ
る
人

は
、
昭
和
一
一
十
九
年
四
月

一

日
か
ら
昭
和
三

十
年
三

月
三

十
一
日

ま
で

匚
生
ま
れ
た
男
女
の
方
々
で
す
。

民
法

第
三

条
は
「
満
二

十
年

ヲ
以
テ

成
年
ト

ス
」

と
定
め
て
あ
る
と
お
り
、

法
律
上
独
立

の
社
会
人

と
し

て
の
地
位

を
獲
得
し
ま
す

。
成
人

と
な
ら
れ
た
方

々
は
、

ま
ず
国
民

と
し

て
も
っ
と
も
重

娶

な
選
挙
権

が
与
え
ら

れ
、
国
政
や
県

村
の
政

治
に
参
加
す

る
チ

ャ
ン
ス

が
得

ら
れ
ま
す
。

一
方
財
産
関
係

や
、
身
分

関
係
な

ど

こ

れ
ま
で
未
成
年
者

の
と
き

の
よ
う

な

法
律
上
の
保
護
は
成
年
者

に
は
取

り
去

ら
れ
、

自
分
の
責
任
と
判
断
で
行
動
す

る
こ
と
を
要
求
さ
れ

る
わ
け
で
す

。

「
ご
成
年
お
め
で
と
う
に
両
親

の
ヒ

ザ
か
ら
離
れ
、
一
歩
外

に
出
れ

ば
、
あ

な
た
は
も
う
ぉ
と
な
で

ず
。

し

っ
か
り
と
成
人

と
し

て
の
自
覚
を
持

っ
て
く
だ

さ
い
。
当
村
で
は
次
の
人
た
ち

が
お
と
な
の
仲
間

い
り
を

し
ま
卞
。

〔
敬
称
略
〕

【
古
佐
井
一

石
戸
健

吉
、

石
沢
弘
秋
、
加
賀
忠
夫
、

黒
沢
大
、
嵯
峨
高
、
渋
谷

政
志
、

竹
本
学
、
竹
内
修

中
村
勇
孝
、
中
村
秀
昭
、

能
登
秀
樹
、
松
林
卓
磨
、

宮
野
貢
、
山
本
正

広
、
山

本
悛
広
、
若
山
勇
、
若
山

彰
、
若
山
誠
、
泉
田
隆
子

大
田
寿
子
、
大
畑
和
子
、

奥
本
公
子
、
川

岸
道
子
、

川
岸
信
子
、

木
下

さ
い
子

立

崎
多
美
子
、
能
登
好
子

山
本
律

若

山
美
鈴
、

若

山

静

子

、

渡

辺

珠

子

。

【
大

佐

井

】

奥

本

拓

、

金

沢

桂

、
金

沢
正

吾

、
川

越

敏
哉

、

木

田

峰

芳

、
三

戸

実

、

島

野
一

夫
、

島

野

桂

、

磯

川

勝

人

、
中

村

尚
士

、
長

後

了

、
長

島

修

、

西

村

賀

博

、
工

藤

勝

、
畠

中

勝

、

樋

口

貢

、

宮

野

勇

、

山
本

則

次

、

松

谷

敏
明

山

本

喜

美
男

匸

朋
田

武

博

、

田

中
正

博

岡

本

玲
子

、
奥

本
祥

子

、

佐

々
木

秀

子

鈴
木

優
子

、
長

島
和

子

、

新

田

信

子

、

長

島
正

子

、
福

田

恵

美

子

、
山

口

す

が

子

、

山
田

文

子

、
東

出

秋

子

、

横

浜

由

紀
子

【
原

田
一

池

田

時

美

、

五

十

嵐

繁

則

鹿

島

一
三

、
木

部

稔

、
佐

藤

一

元

、

田

中
文
男
二

沌
本

弘
美
、
松
本
政
弘
、
米

沢
秋
男
、
岡
安
優
子

、
金
沢
恵
利
子
、

木
部

美
江
子
、
佐
藤

奈
美
子
、
東
出
ち

い
、
松
沢

美
紀

子
、
松
本
千
代
子
匸

禺

谷

孝
子
、
萬
谷
綾
子

【
矢
越
一

川

畑
信

広
、
館
脇
隆
一
、

川
畑
洋
子

、
舘

脇
こ
め
、
福
田
桃
子

【
川

目

】

川

谷
真
紀
子
、
伊

勢
友

幸

【
磯
谷
】

田
中

春
子
、
田
中
福
美
、

田
中
西
子

【
長
後
一

滝
本

清
志
、
池
田
洋
一

【
牛
滝

】

山
本

勝
雄
、
坂
井
文
明
、

船
越

勝
彦

、
船

越
誠
、
竹
内
彦
三

、
坂

井
光
子

【
野
平

】

草
刈
ま
ち
子

【成 人 式 光 景】

【成 人 式 光 景】

季節労協

総会開かれる

【総 会 光 景】

八
月
十
七
日
、
午
後
一
時
半

か
ら

振

興
セ
ン

タ
ー
総
合
研
修
室

に
七
十
二

人

の
会

員
が
出
席
し

て
、
佐
井

村
季
節
労

務
者
協
議
会

総
会
が
開
か
れ
経
過
報
告

活
動
方
針
、
予
算
、
役
員
改
選
が
行
な

わ
れ
、
午
後
四

時
閉
会

し
ま
し
た
。

経
過

報
告
で
は
、
失
業
憚
険
法
改
悪

に
反

対
し
、
阻
止
す
る
こ
と
が
出
来
だ

こ
と
。
組
織
拡
大

に
つ
い
て
は
、
毎
年

組
織
に
加
入

す
る
人
の
数
が
隕
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
理
由

の
一
つ
は
、
季
節
労

務
者
対
策
協
議
会

が
あ
る
か
ら
加
入
す

る
必
要

が
な
い
と
思
う
人
も
い
る
こ
と
、

日

常
の
生
活
が
目
だ
た
な

い
こ
と
等
が

報
告
さ
れ
た
。

活
動
方

針
で
は
、
一
、
組
織
の
拡
大

強
化
匸

气

学
習
活
動
の
実
施

三

、

各
種
懇

談
会

の
開
催
・

四

、
教
宣
活
動

の
強
化

五

、
出

か
せ
ぎ
共

済
へ

の
加



入
促
進

六

、
各
種
動
員
の
接
極
的
参

加
の
六

項
目

が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
具

体
的
匚
は
、
出
か
せ
ぎ
し
て

い
る
人
の

三

分
の
一
程
度
し
か
加
入
し
て

い
な

い

の
で
、
そ
れ
ら
の
原
囚
を
調
査
し
よ
り

多
く
の
人
達
が
加
入
出

来
る
よ
う
に
す

る
こ
と
。
年

々
、
交
通
事
故
現
場
で
の

事

故
が
多
く
な
っ
て
来
で

い
る
の
で
、

そ
の
時

に
そ
な
え

学
習
活
動
を
通
じ
知

識
を
身

に
つ
け
る
必
要

が
あ
る
こ
と
。

季

労
協
が
独

自
で
行
っ
て

い
る
共
済
は

掛
金
、
給
付

金
が
少
な
す

ぎ
る
と
の
声

も
あ
る
の
で
色
々
検
討
を
加
え
、
も
っ

と
有
利
な
も
の
を
選
ん
で
決
め

る
、
こ

と
等
で
し
た
。
こ
の
あ
と
役
員
改
選
に

入

り
ま
し
た
が
、
現
執
行
部
が
そ
の
ま

ま
や
っ
て
も
ら

い
た

い
と
の
人
が
多
く

留
任
と
な
り
ま
し
た
。

秋

の

全

国

交

通

安

全

運

動

秋
の
交
通
安
全
運
動
が
、
九
月
二
十

一
囗
（
土
）
か
ら
九
月
三
十
日
（
旦

ま
で
の
十
日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。
特
に

子
ど
も
と
老
人
の
交
通
事
故
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
を
保
育
所
了
字
校

な
ど
に
送
り
出
す
と
き
出
が
け
に
子
ど

も
を
叱
っ
た
り
す
る
こ
と
は
よ
く
な
い

こ
と
で
す
。
事
故
が
お
こ
っ
て
か
ら
で

は
、
と
り
か
え
し
が
つ
き
ま
せ
ん
。
歩

行
者
も
運
転
者
も
お
互
い
に
注
意
し
佐

井
村
か
ら
交
通
事
故
を
な
く
し
明
る
く

住
み
よ
い
村
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
よ

火 事 ・ 緊 急 の

場合・よ１１９ 番へ

佐井分署

あ っ あ ぶ な い

秋
の大
そ
う
じ
を
行
い
ま
す

大
そ
う
じ
の
時
期
が
せ
よ
っ
て
来
ま

し
た
。
春
の
大
そ
う
し
、
村
を
き
れ
い

に
す
る
運
動
で
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た

が
、
な
が
い
冬
を
迎
え
る
前
に
も
う
一

度
、
身
の
ま
わ
り
、
家
の
ま
わ
り
、
下

水
等
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う

き
た
な
い
と
二
ろ
て
生
活
す
る
こ
と

は
、
い
や
な
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
人

間
の
本
能
で
も
あ
り
ま
す
し
、
き
れ
い

な
生
活
は
、
文
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
’

な
り
ま
す
。
「
文
化
生
活
は
清
掃
か
ら
」

と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
ほ
ど
、
私
だ

ち
の
身
の
ま
わ
り
の
ゴ
ミ
を
始
末
す
る

こ
と
は
ま
っ
た
く
日
常
生
活
の
一
部
と

し
て
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
常
の
そ
う
じ
は
別
と
し
て
、
大
そ

う
じ
の
と
き
の
留
意
点
を
の
べ
て
み
ま

す
。
巾

自
分
の
家
の
周
囲
の
環
境
を
よ
く

め
た
、
地
域
ぐ
る
み
で
そ
う
じ
を
す

る
の
で
な
け
れ
ば
⊃
生
活
環
境
美
化

の
効
果
は
あ
が
り
ま
せ
ん
。

ぼ

た
た
み
は
順
序
よ
く
な
ら
べ
裏
側

を
日
光
に
あ
て
ま
す
。
た
た
み
の
下

は
、
ノ
ミ
の
発
生
す
る
か
っ
こ
う
の

場
所
で
す
か
ら
よ
く
は
き
だ
し
、
そ

の
あ
にご
殺
虫
剤
を
散
布
し
ま
す
。

③

屋
内
が
す
ん
だ
ら
、
言
外
の
始
末

を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、
流
し
場
、

下
水
、
ど
ぶ
で
流
れ
が
つ
よ
っ
て
い

る
場
所
は
、
ご
み
を
さ
ら
い
、
そ
の

泥
は
散
乱
し
な
い
よ
う
ダ
ン
ボ
ー
ル

な
ど
の
容
器
に
入
れ
殺
虫
剤
な
ど
を

ふ
り
か
け
ま
し
ょ
う
。

秋季大掃除指導日程

指 導 月 日 部 落 名 時 間

１０月１４日

原 田 ８：３０～１１：００

川 目 １１：２０～１２：００

矢 越 １：００～ ２：３０

磯 谷 ２：５０～ ４：００

１０月１５日

長 後 ９：００～１０：００

福 浦 １１：３０～ １：００

牛 滝 ２：００～ ２：５０

野 平 ３：２０～ ４：００

１０月１６囗

大 佐 井 ８：３０～１２：００

古 佐 井 １：００～ ４：３０

老
人
に
多
い
骨
の
病
気

老
人
に
多
く
み
石
れ
る
も
の
に
骨
の

病
気
が
あ
り
ま
す
。
年
を
と
っ
て
く
る

と
、
骨
の
中
に
あ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
の
量

が
し
だ
い
に
減
っ
て
き
て
、
骨
が
大
変

も
ろ
く
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

も
ろ
く
な
っ
た
骨
は
、
ち
よ
μ
と
の
は

ず
み
で
折
れ
や
す
く
、
ま
た
一
度
折
れ

て
し
ま
う
と
、
な
か
な
か
な
お
り
に
く

い
も
の
で
す
。

骨
の
老
化
の
予
防
方
法

①

適
度
の
運
動

骨
に
刺
激
お
よ
び
、
骨
の
細
胞
の

活
動
を
さ
か
ん
に
し
ま
す
の
で
、
散

歩
な
ど
も
よ
い
こ
と
壮
寸
。
老
人
だ

か
ら
な
る
べ
く
静
か
に
し
て
い
よ
う

と
い
う
考
え
は
間
違
い
で
す
。

②

食
生
活

た
ん
ぱ
く
質
に
富
み
、
カ
ル
シ
ウ

ム
を
多
く
含
み
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
豊



か
な
食
事
を
と
る
よ
う
に
し
ま
す
。

た
ん
ぱ
く
質
は
、
肉
ば
か
り
で
な
く
、

と
う
ふ
、
み
そ
な
ど
の
植
物
性
た
ん

ぱ
く
質
を
と
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
牛
乳
、
小
ざ

か
な
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

家
庭健
康
大
学
開
校

十
月
八
口

か
ら
、
第
三
回
佐
井

村
家

庭
健
康
大

学
が
は

じ
ま
り
ま
す
。

希
望

者
は
九
月
三
十

日
ま
で
各
町
内

、

部

落
の

保
健

協
力
員

匚
申
込

ん
で
く
だ

さ
い
。

妊娠届は４ヶ月までに／

丈゙ 夫 で よい子を生 かために´

゜ 母子健康手帳をもらいましょう

●お母さんにはママミルク又は牛乳を

赤ちゃんができたらしいワり

さっそくみてもらいましょう

昭和４９年度 第３回佐井 村家庭健康大学学習 計画

ｊ
ｌ 受 講 者 学習回数１０回 学 習 時 間２５日寺間 主催 佐 井 村

共催

むっ保健所

月 囗
曜

日

回

数
学 習 課 題 内 容 講 師 時 間 方 法

１０

８ 火 １
開講式

食品衛生について
食品衛 生と公害 につ いて む っ 保 健 所

１３二００

～１６：００
講 話

２９ 火 ２ 婦 人 病 につ い て
日常かかりやすい

婦人科疾患につ いて

むっ 総合病院

長 沢 先生

１４：００

～１６：００
講 話

１１

８ 金 ３ 家 庭 看 護 ①
病人の からだのふき方

と包帯の使い方

佐井村

保 健 婦 他

１３二００

～１６：００
実 習

１５ 金 ４ 家 庭 看 護 ②
病人の洗髪と

応急手当 につ いて

佐井村

保 健 婦 他

１３：００

～１６：００
実 習

２２ 金 ５ レ クリ エ ー シ ョ ン 健康生活とたのしい運動 教 育 委 員 会
１３：００

～１５：００
実 習

１２

５ 木 ６ 日 常 生 活 と健 康 佐井村保健婦
１３：００

～１５：００

講 話

座 談 会

１３ 金 ７ 栄 養 教 室 ① 健康と食生活仁ついて
む っ 保 健 所

栄 養 士

１３：００

～１５二００
講 話

２０ 金 ８ 栄 養 教 室 ② 健康と食生活について
む っ 保 健 所

栄 養 士

１３：００

～１５ 二００
実 演

１

１０ 金 ９ 精神衛生 について
中年以後の からだと

こころ
医 師

１３ 二００

～１６：００
講 話

１７ 金 １０
閉講式

村の状況につ いて

佐井村の衛生と福祉

の現状

民生相談課長

他

１３：００

～１６：００

講 話

座 談 会

５ の つ く 白

５．１５．２５日には

薬剤散布を

し，ましょう

海川等にゴミをす

てないで下さい。

すてた人は５万円

以下の罰金がとら

れます

民生相談課

●「本籍」「筆頭者」はおばえておきましょう

「本籍」とは、各人の戸籍があるところを

いいます。

「筆頭者Ｉとは、戸籍の最初に記載してあ
る者をいいます。

「本籍」「筆頭者」

は戸籍の謄抄

本を請求する

ときなどに必

要ですから、

おぼえておき

ましょう。



秋

の

狂

犬

病

予

防

注

射

及

び

野

犬

の

補

獲

を

行

い

ま

す

最
近
、
放
し
飼

い
の
家
庭
が
ふ
え
て

来
て
い
ま
す
。

い
く
ら
今
年
の
春
予
防

注
射
を

受
け
て

い
て
も
、
く
さ
り
や
綱

等
で
つ
な

い
で
お
く
こ
と
が
飼

い
主
と

し
て
の
義
務
で
す
。

春
に
予
防
注
射
を
受
け
左
犬
で
も
、

も
う
薬
の
効
果
が
な
く
な
っ
て

い
ま
す

か
ら
、
も
う
一
度
こ
の
機
会

に
登
録
を

し
て
予
防
注
射
を
受
け

る
よ
う
ぉ
ね
が

い
し
ま
す
。

野

犬

の

補

獲

も

行

い

ま

す

①

み
な
さ
ん
の
家
の
回
り
で
う
ろ
う

ろ
し
て

い
る
犬
が
あ
り
ま
し
た
ら
民

生
相
談
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

⑤

予
防

注
射
を

受
け
て

い
る
犬
で
も
、

放
し
飼

い
に
し
て

い
る
場
合
は
、
野

大
と
し
て
取
扱

い
し
ま
す

。

予

防
注

射
の

料
金

春
に
登
録
し

た
犬
は
四
六
〇
円

未

登
録

の
犬

は
七
六
〇
円

１０
月
２
日

１０
月
１
囗

月

日

古
佐
井

大
佐
井

原

田

川

目

矢

越

磯

谷

長

後

福

浦

牛

滝

野

平

実

施

場

所

商

工

会

舘

前

佐

井

分

署

前

漁

組

前

高

橋

利

幸
氏
宅

前

上

山

商

店

前

青

年

会

舘

舘

前

川

畑

徳
次
郎
氏
宅
前

診

療

所

前

総

代

宅

前

総

代

宅

前

総

代

宅

前

婦

人

ホ

ー

ム

前

集

合

場

所

２
時
４０
分
～
４
時

１
時
～

２
時
３０
分

１０
時
２５
分
～
１０
時
５０
分

１０
時
１０
分
～
１０
時
２０
分

９
時
５０
分
～
５
時

９
時
２５
分
～
９
時
３５
分

９
時
１０
分
～
９
時
２０
分

４
時
５０
分
～
５
時

４
時
～

４
時
２０
分

３
時
３０
分
～
３
時
４０
分

１
時
３０
分
～
２

時
５０
分

１１
時
～

一
‥に
時
３０
分

時

間

国

民

年

金

物
価
が
あ
が
っ
て
も
年
金
は

保
障
さ
れ
ま
す

＝

増
額
さ
れ
た
拠
出
制
年
金

＝

厚
生
年
金
や
国
民
年
金
か
ら
現
在
、

年
金
を
受
け
て
い
る
人
は

全
国
で
二

百

八

十
万

人
に
の
ぼ
っ
て

い
ま
す

が
、
こ

れ
か
ら
も
ド
ン
ド
ン

増
え
て
行

き
昭
和

六
十
年
に
は
、
約
子
百
万
人
の
方
達

が

年
金
を
受
け
る
よ
う

に
な

る
と
見
込

ま

れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
「
年
金
時
代
」

が
や
っ
て
き
た
と
も
い
か
れ
て
い
ま
す

が
、
年

金
万

し
け
る
人
に
と
っ
て
い
ち

ば
ん
心
配
な
の
は
、
物
価
が
あ
が
っ
た

り
生
活
水
準
が
高
く
な
っ
た
り
し

て
年

金
の
価
値
が
下

が
る
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

昨
年
の
末
ご
ろ
か
ら
物
価
は
急
激
に

あ
か
っ
て
し
ま

い
、
こ
の
ま
ま
で
は
暮

し
を
支
え
る
年
金
に
は

ぽ
ど
遠
く
な
っ

て
し
ま

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
民
年
金
で
は
、
物
価

の

変
動
に
応
じ
了
年
金
の
額
を
自
動

的
に

変
え

る
し
く
み
を
と
り
入
れ
て
、
昭
和

四

十
九
年
九
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

具
体
的

に
は
、
全
国

消
費
者
物
価

指

数
が
前
の
年
度
に
比

べ
て
五
％

を
こ
え

て
変
動
し
た
と
き

に
、
そ
の
変
動
し
た

率
を
基
準

に
し
て
年
金
額
が
改
め
ら
れ

ま
す

。

こ
ん
か

い
は
、
昭
和
四
十
七
年
度
を

基
準

に
昭
和
四
十
八
年
度
平
均
の
物
価

が
上

っ
た
率
を
調

べ
て
見

ま
す
と
、
十

六

∴

％

の
物
価
上
昇
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
本
年
度
は
そ
の
率
だ
け
年

金
の
額
が
引
き
上

げ
ら
れ

る
こ
と
に
な

り
ま
し
た

。

お

お
よ
そ
の
計
算
は
あ
な
た
の
現
在

う
け

て
お

ら
れ

る
年
金
額

に

丁

一
六

一
％
を
か

け
て
得
た
額
が
引
き
上
げ
ら

れ
る
額

に
な
り
ま
す

。

く

わ
し
く
は
次
の
表
を
ご
ら
ん
く
だ

さ
い
。
な

お
、
ヽ
こ
の
年
金
額
の
自
動
ス

ラ
イ

ド
は

、
い
ま
年
金
を
う
け
て

い
る

人
だ

け
で
な
く
こ
れ

か
ら
年
金
を
う
け

る
人

に
つ
い
て

も
適
用

さ
れ
ま
す
。

年 金 の 種 類 改正 された年 金額 現 行

老 齢 年 金

２５ 年 納・ 付

１０ 年 年 金

５ 年 年 金

年 ２７８，６４０円

年 １７４，１５０円

年 Ｉｌｌ，４５６円

年 ２４０，０００円

年 １５０，０００円

年 ９６，０００円

障 害 年 金
１ 級 障 害 者

２ 級 障 害 者

＜ｆ－３４８，３００円

年 ２７８，６４０円

年 ３００、０００円

年 ２４０，０００円

母 子年 金

準母 子
回共１人のと き 年 ２７８，６４０円 年 ２４０，０００円

遺 児 年 金 子供１人のと き， 年 ２７８，６４０円 年 ２４０，０００円

共

同

募

金

に

ご

協

力

を

今
年

も
十

月
一

日
か
ら
十
二
月

末
日

ま
で
、
共
同

募
金

が
は
じ
ま
り
ま
す
。

こ
の
募
金
に
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
尊

い
お

金
は
、
恵
ま
れ
な

い
Λ

び
と
の
た
め
に
、

ま
た
、
地
域
の
人
た
ち
の
幸
せ
の
た
め

の
事
業
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
お
互
に
み

ん
な
で
助
け
合

い
、
明

る
く
住
み
よ

い

街
や
社
会
を
つ
く

る
た
め
、
こ
の
運
動

に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

今
年
の
募
金
目
標
額
は
、
十
二
万
二



千
円

で
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
協
力
を

い
た
だ

い
た
お
金
は
、
次
の
福
祉
事
業

な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

○

法
外

救
助
費

○

季
節
保
育
所
設

置
補
助
金

○

赤

い
羽

根
子

ど
も
遊
び

場
設
置
費

○
身
体
障
害
者
団
体
助
成

費

○

筬
末
助
け
合

い
費

衵

埔

力

ら

十
月

十
六

日
午
後
二

後
か
ら
、
電
話

が
ダ
イ

ヤ
ル

方
式
に
切
り
替
え
に
な
り

ま
す
。
役
場
に
電
話
す
る
場
合
は
次
の
よ
う

に
お
ね
が
い
し
ま
す
。

代
表
番
号

二

一
一
一
番

村
長
、
助
役
、
総
務
課
、
産
業
経

済
課

二

一
一
〇

番
か
ら

二

一

二

一
番
ま
で

議
会

ニ

ー
匸

一
番

教
育
委
員
会
ニ

ー
一
四

番

民
生
相
談
課
、
健
設
課

二
一

一
五

番

電

話

局

か

ら

◇

佐
井
局
の

ダ
イ
ヤ
ル
電
話
へ
の
切

替
は
十
月
十
六

日
午
後
二

時
に
決
ま

り
ま
し
た
。

◇

‐
新
ら
た
に
電
話
が
開
通
さ
れ

る
方

の
場
合
は
十
月
二

十
四

日
午
後
二

時

か
ら
使
用
で
き
ま
す
。

◇
電
話
の
説
明
会

に
つ

い
て

▼
電
話
の
か
け
方
、
電
話
番
号
、
料

金
、
電
報
電
話
に
関
す
る
手
続
な

ど
が
従
来
と
変
り
ま
す
。

電
話
を
お
持
ち
の
方
、
十
月
中
に

電
話
を
新
ら
た
に
取
付
さ
れ
る
方

に
は
つ
ぎ
の
日
程
で
説
明
会
を
お

こ
な
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
所
要
時
間

は
一
時
間
半
位
で
す
。

会場 日 程 対 象 に な る 方

振
興
セ
ン
タ

｜

１０月１ 日
午前１０時 から 赤 で ん わを設置 して い る方

午 後１時 から 大佐井 地区 の方

１０月２ 囗
午 前１０時 から 古佐井 地区 の方

午後 １時 から 矢越、磯 谷 、川 目、原 田地区 の方

（牛滝、福浦、長後地区の方については別途説明会を行います）

む

っ

・

下

北

地

区

身

障

者

体

育

大

会

の

謝

礼

六
月
十
三
日

む
っ
運
動
公
園

グ
ラ
ン

ド
で

第
四
回
む
っ
・
下

北
地
区

身
体
障

害
者
体
育
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

佐
井

村
か
ら
参
加
し
た
選
手
は
、
元
気

一
杯

競
技
し
、
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。
玉
入

れ
で
は
、
三

年

連
続
優

勝
し

ま
し

た
。
こ
れ
は
ひ
と
え

に
皆
様

方
の
深

い
ご
理

解
と
暖
か

い
ご
援
助
の

た
ま
も
の
と
存

じ
で
お
り
ま
す
。
ご
寄

附
く
だ
さ
れ
た
方
々

に
は
紙
上
を
お
借

り
い
た
し

ま
し

て
お
礼
と

い
た
し
ま
す
。

佐
井
村
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長

東

出

正

義

戸

籍

の

窓

口

九
月
七
日

現
在

○

お
誕
生

お
め
で
と
う

工

藤

修

（
勘

コ

古
佐
井

奈

良

晃

（
光
男

）

古
佐
井

佐

賀

富
久
子

（

泰

）

古
佐
井

○

ご
結
婚

お
め
で

と
う

遠

藤

郁

夫

（
富

岡

町

）

（

東

出

昭

子

（
磯

谷

）

工

藤

富

秋

（
札

幌

市

）

（
東

出

春

子

（
川

目

）

増

田

孝

一

（
真

岡

市

）

（

松

谷

洋

子

（
大

佐

井

）

越

善

重

光

（
む

っ

市

）

（

福

田

戈

子

（
磯

谷

）

ホ

川

清

一

（
練

馬

区

）

（

横

浜

美
佐
子

（
磯

谷
）

｀
奥

瀬

一

弘

三
一

沢

市

）

ご
田

中

あ
っ
子

（
福

浦
）

山

本

信

二

（
古

佐

井

）

（

貪

持

麗

子

（
農

田

町

）

倉

内

登

（
青

森

市

）

（

若

山

ト

サ

（
古

佐

井

）

緇

川

正

義

（
古

佐

井

）

（
畑

中

美
津
子

（
大

佐

井

）

吉

松

正

人

（
鹿
児

島
市

）

（

東

出

そ
め
子

（
磯

、谷
）

安

房

寛

（
玖

珂

町

）

（

松

谷

あ
や
子

（
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